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留学目的・研究テーマ： 

「統合失調症の薬物療法に関する薬理遺伝学的研究」をテーマに Division of Psychiatry 

Research, The Zucker Hillside Hospital（ZHH）に留学し，Drs. John M Kane, Anil K Malhotra 

Christoph U Correllの指導の下研究を行った。 

 

主な研究内容： 

①Association of BDNF Val66Met polymorphism and antipsychotic-induced tardive dyskinesia: a 

meta-analysis. 遅発性ジスキネジア（Tardive Dyskinesia; TD）と脳由来神経栄養因子

（Brain-derived Neurotrophic Factor; BDNF）Val66Met遺伝子多型との関連についてのメタ解

析 

②Association of DRD2 genotype and antipsychotic-induced hyperprolactinemia: a meta-analysis.  

抗精神病薬による高 prolactin（PRL）血症とドパミン D2受容体遺伝子多型との関連につい

てのメタ解析 

③統合失調症の薬物療法（augmentation）に関するメタ解析 

④日本でのデータの論文化 

・統合失調症患者における aripiprazole, blonanserinへの switchingと臨床効果，血漿モノアミ

ン代謝産物濃度との関連 

・急性期統合失調症患者に対する aripiprazoleの治療反応性，DRD2 -141C ins/del多型，血漿

モノアミン代謝産物濃度との関連研究 

⑤その他 

 ：上記の研究の他，Dr. Anil K MalhotraのGeneticsチーム，Dr. Christoph U Correllの臨床薬

理チームの研究ミーティングや，毎週水曜に行われるRegularly Scheduled Series in Psychiatry, 

治療困難な入院患者についてのケースカンファレンスなどに参加させていただいた。特に

Regularly Scheduled Series in Psychiatryでは国内外様々な分野の著名な研究者の講演を聞く

ことができ有益であった。また渡米直後の2013年4月にはDr. Kaneのご厚意によりManhattan

で行われたA Workshop on Clinical Trials in Psychopharmacology (The American Society of 

Clinical Psychopharmacology主催)に参加させていただき，臨床研究のデザインや実施につい

ても学習することができた。  
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